
8月の道内景況　情 報 連 絡 員 レ ポ ー ト

人手不足、働き方改革対応や更なる資材高騰など厳しい状況が続く一方、夏イベントの賑わいもみられた。

製造業
食料品
●組合員の主力である帆立加工は、8月の漁業組合の資源調査で、漁場の
生息数が大きく減少しているとの報告があり、急遽、資源保護の観点か
ら8月中旬より漁獲調整となったため、本年度の帆立漁獲量は大きく減
少する見込み（網走の帆立漁）。道内の他の地域でも帆立の漁獲量が減少
傾向となっており、価格高騰してきている。帆立は、来年度が漁場の稚
貝放流減少により大きく減産予想となっており、関係者の間では厳しい
状況になるとの声が出ている。� （網走）

�

●味噌・醤油出荷量

●令和7年7月の単月の道内の出荷量は、味噌は悪く、醬油は良かった。
1月～7月の累計では、味噌・醬油ともに前年比を若干上回った。

●全国（1月～6月累計）の醬油の出荷量が、前年比より相変わらず悪い。
●道内も含む全国的な高温・少雨の影響による令和7年産の小麦・コメの
品質及び収穫量・価格がどのようになるのか注視している。� （全道）

�

●依然として当市場における水産物については、漁獲が低迷している。道
東（花咲、釧路、根室）のさんま漁が好調であるのと、青森県、岩手県の
イカ漁の漁獲があり、函館の加工業者でも現地調達を行っている。今後
の秋漁の鮭に期待している。

●加工製品の取引は順調だが物価の高騰に歯止めがかかっておらず、価格
転嫁が追いついていない。また、中小企業は 10 月からの最低賃金の引
上げにも頭を悩ませている。� （函館）

木材・木製品
●8月のトドマツ原木の工場への入荷は、道南、道北地方での大雨によ
り、入札の取り止めや、以前に購入した物件について搬出できないなど
の影響が出ている。

●市況については、在庫が不足している状況になく、増加傾向にあるもの
の、上述の関係で9月に影響が出てくる可能性がある。

　主要DI の推移は、前年同月との比較で、「景況」、「売上高」、「収益状況」のすべてが減少した。
　また、7月から8月の推移は、「景況」が増加したものの、「売上高」、「収益状況」は減少した。
　情報連絡員によると、製造業では、複数の業種で米国関税の影響を懸念する報告があった。また、業種によっては、人材不足対
策として生産性向上に取り組んでいる動きはあるものの、働き方改革への対応や更なる資材高騰に苦慮する声があった。非製造業
では、前月に引き続き猛暑による外出控えや、洪水による農作物への影響のほか、熟練技術者の退職による若手技術者不足の顕在
化や、価格転嫁ができている会社とできていない会社の二分化が懸念されるとの報告があった。一方、夏祭りや花火大会など夏の
イベントが各地で開催されたほか、8月下旬にはサンマの豊漁が好影響をもたらしたとの声もあった。

概  況
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景況天気図（前年同月比）
全業種 製造業 非製造業

7 月 8 月 前月比 7 月 8 月 前月比 7 月 8 月 前月比

業界の景況 1.9
↗

△7.1
↘

6.7
↗△11.2 △9.3 △3.2 △10.3 △15.5 △8.8

売上高 △4.6
↘

△19.5
↘

3.4
↗3.4 △1.2 16.1 △3.4 △3.4 0.0

収益状況 △9.4
↘

△19.0
↘

△3.7
↘△2.2 △11.6 16.0 △3.0 △12.1 △15.8

販売価格 △3.6
↘

△4.7
↘

△2.9
↘31.5 27.9 32.3 27.6 31.0 28.1

取引条件 1.3
↗

4.6
↗

△0.1
↘3.4 4.7 16.1 20.7 △3.4 △3.5

資金繰り 1.0
↗

△6.9
↘

5.2
↗△2.2 △1.2 0.0 △6.9 △3.4 1.8

雇用人員 4.1
↗

6.0
↗

3.2
↗△16.9 △12.8 △12.9 △6.9 △19.0 △15.8

天気図の見方　
各景況項目について
調査月と前年同月を
比較して、「増加」（ま
たは「好転」）したと
いう回答（構成比）か
ら「減少」（または
「悪化」）という回答
（構成比）を差し引い
た値（DI）をもとに作
成。天気の表示は凡
例のとおりです。

（凡例）
30以上

10～29

9～△10

△11～△29

△30以下

味噌出荷量
道内単月出荷量（令和7年7月） 95.8％
道内累計出荷量（令和7年1月～7月） 100.3％
全国累計出荷量（令和7年1月～6月） 102.2％

醤油出荷量
道内単月出荷量（令和7年7月） 102.1％
道内累計出荷量（令和7年1月～7月） 100.8％
全国累計出荷量（令和7年1月～6月） 98.4％

� （前年対比）
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●国有林材のトドマツ一般材については、暑さで虫害による品質の劣化が
懸念されるため、国有林では9月に入札を2度実施するなど虫害対策に
取り組んでいる。

●木質バイオマス原料については順調に集荷されており、価格も高止まり
の傾向である。

●道南スギについては回復の兆しが全く見えず、4m材の採材を持って
販路を開拓しようとしている。

●トドマツ製材市況は先月に引き続き、景気後退等の影響により、新規住
宅需要が前月に比べ減少している。回復することは不可能に近いもの
の、建築用材については、非住宅、土木資材で多少の動きがある。価格
は弱気配～保合の状況にあり、カラマツラミナについても、減少傾向で
推移しており、市況はカラマツ、エゾ・トドマツは弱含みが見込まれ
る。本州のスギが市況に入り込み、道内の市況を圧迫しつつあり業界内
では脅威に感じており、紙原料は不足気味で原料材価格が上昇していた
が、全体的に下降気味である。� （全道）

�

●8月は大型の夏季休暇が影響し、稼働日が例月に比べ少なく、稼働日減
少に伴い全体の数字も2割ほど低下した。しかし昨年比としては全項目
好転しているため、業界としての景況は昨年よりも好転していると言え
る。世間を賑わせていたトランプ関税も未だ落ち着きが見えず、現状、
業界への影響はさほど出てはいないが動向を注視していく必要はありそ
う。� （十勝）

窯業・土石製品
●8月の生コン出荷量はおよそ 258 千m3（前年同月比 92.2％）。
●地域別には、前年同月を上回った分会は 27 分会中、14 分会で前年（増
加は9分会）を上回った。前年同月と比較して増加したのは後志、千歳
地区、道央など。一方、減少したのは札幌、道南、旭川地方などであっ
た。� （全道）

�

●7月の出荷実績数量は前年同月対比 188.95％の増加。� （室蘭）
�

●出荷数量において、官庁物件が少なく前年同月比 65.9％と大幅な減少
となっている。また、根室においては原材料や輸送コストの大幅な上昇
に伴い、厳しい状況にあることから 10 月1日出荷分より価格を改正し
た。（3,050 円 /m3アップ）� （釧路）

�

●旭川をはじめほとんどの地域で、公共・民間とも砂利の需要が減少して
おり、特に生コン用砂利のニーズが大幅に落ち込んでいる。

●全道的に販売価格は一定程度上昇しているものの、燃料費等のコストが
高止まりしていることから、売上・収益ともに厳しい状況が続いてお
り、砂利業界全体としても先行きが見通せない。� （全道）

鉄鋼・金属
●自動車向けはやや悪い、上下水道向けは持ち直し。建設機械、建設資材
向けはやや悪い。加工機械・ロボットについては持ち直し。引き続き、
関連市場は全体的に思わしくないが、一部は繁忙期入りもあり、持ち直
しの兆しあり。� （全道）

�

●造船所各社、人材不足対策として生産効率の向上に取り組んでおり、自
動化やロボット導入に加え、デジタル化を加速させている。手持ち工事
量は4年分に拡大し、円安効果が影響して増収増益が続いている。為替
レート 145 円台で業績を上げる要因となっている。� （室蘭）

一般機器
●団地内組合員企業は、働き方改革や雇用安定と費用対効果のため、8月
のお盆休み期間が年々増加傾向にある。

●物価高騰対策の早期実施や、子育て世帯の各種減税、社会保険料の減免
と病児保育・学童保育の拡充が必要。電気料金補助期間の延長と再生可
能エネルギーの推進も必要と考える。� （札幌）

�

●お盆休み明け、今後の仕事についての引合いが増えてきている。
●防炎用レアアースの入荷が困難な状況が続いていて、更なる資材の高騰
が見込まれる。� （全道）

�

●アメリカとの関税問題について、自動車部品メーカーにおいては通常生
産を続けている（今のところ、自動車の減産が表面化していないため）。
ただし、先行きは不透明。他のメーカーについては、特に現状変化な
し。� （全道）

その他
●製紙メーカーの秋の値上げが出揃った。専業大手メーカーは、製紙一貫
メーカーのケース値上げの取組みがいつ表面化するかを静観するよう
だ。製紙連合会の1～6月生産動向が発表され、段ボール原紙 0.6％

減・白板紙 1.3％減となった。農産物の需要期に入ったが、高温や干ば
つ気味の気候の影響が、作況に出始めている。これから始まる秋の重量
物も収穫量の減少が予想される。なんとなく全体の雰囲気が良くなく、
停滞感が漂っている。� （全道）

非製造業
卸売業
●資材価格の高騰や人件費の上昇により、設備投資の見直しが入るなどで
停滞していた建築資材、空調機器、什器関係が前年対比ではやや持ち直
している。

●全体的に落ち着いていた商品価格は再び上昇傾向にあり、増収につな
がっている。一方で、代替品のある商品では消費者の低価格帯への志向
が強くなり、シフトが進んでいる。

●靴卸業界では、カジュアル化が顕著でフォーマル品は大幅に売上を落と
し、コロナ禍前の7割程度に留まっている。

●慢性的な人手不足が人材の育成環境を妨げている。� （札幌）
�

●やっと暑い長い夏の終わりが見え始め、今までの北海道の夏のイメージ
（短い夏、避暑地など）は、完全に覆されたようだ。� （帯広）

�

●令和7年8月の当組合買付高は仲卸、荷受 1,662,811 千円（税抜）で、先
月の7月実績額 1,847,320 千円（税抜）より 184,509 千円ほど減少した。
8月は例年を超える酷暑の影響による不作に加え、線状降水帯が各地に
発生し、洪水被害による作物被害が多かった。北海道でもジャガイモを
筆頭に玉ねぎ、にんじんなどの主要生鮮品の生育状況が悪く、流通に支
障をきたしたのが原因と思われる。� （道央）

�

●当月の菓子卸は、価格高騰により売上は伸長している。販売個数が昨年
より減少しており、商況は厳しくなっている面もあるが、利益は若干前
年よりは出ている。観光土産菓子も、外国人観光客が前年より増えてい
るものの、利益は前年より落ちている。� （全道）

�

●受変電用の高圧トランスが、全国で需要超過のために注文中止状態であ
る。� （全道）

小売業
●前年比較　物販 100.1％、金融 95.6％。
●今年の8月は例年より気温が高く、地元民は外出を控える傾向が伺え、
来店が減ったというお店もあった。観光客は堅調で中心市街地のラーメ
ン店は行列が見られた。業種別の売上では、設備関連が 136％と増加
し、前月まで前年割れとなっていた取扱額が大きい食料品が 100％と
なった。一方で家電が 90％、衣料品が 88％と減少した。� （旭川）

�

●8月は帯広を中心にお祭りシーズンとなる。8月 13 日に開催された毎
年恒例の花火大会はお盆の時期に重なるため、毎年約 20 万人が帯広に
集う北海道を代表する花火大会である。今年は女性声優がゲストで登
場、会場を軽快に盛り上げた。続いて 14 日、15 日に行われた「おびひ
ろ平原まつり」も迫力の大道芸や太鼓、盆踊りなど暑い十勝に彩りを添
えてくれた。コロナ以降ようやくお祭りにも通常の賑わいが戻ってき
て、大勢の人々が市内中心部に集まる光景は大切だと改めて感じさせて
くれた。北海道はお盆を過ぎると一気に涼しくなる。来年もイベントの
多い8月の季節を楽しみに待っている。� （帯広）

�

●暑さのため、客入りが悪い日が続いた。また、お盆で船が出ないことも
あり、生魚の入荷が少なく、早めに閉店する店が多かった。後半はサン
マのおかげで来場者が増加した。数年ぶりに魚体が大きく、脂のりも良
く、価格が手頃となり、地元客も笑顔で購入していた。� （小樽）

�

●人口減少のため、販売数量・販売金額が全て著しく減少している。エネ
ルギー業界の経営状況は厳しい。� （稚内）

�

●新車の購入は減少している。修理に訪れる人がほとんど。� （全道）
�

●8月も釧路では 20 日以上の夏日を観測し、観測史上1位となる大雨に
見舞われ市役所が冠水するなど、例年にない異常気象の中、水没した車
の回収や修理で、自動車販売修理店においては一時忙しさが増したそう
だ。各組合員店においては被害が無かった。8月の売上はいずれも前年
と変わらずといった店舗が多く「悪い意味で」との言葉が続く状況のよ
うだ。市内では若い経営者が集まって市の活性化に取り組んでおり、
様々なイベントを実施するなど活発に活動しているが、高齢の経営者が
多い当組合はそういった活動には無縁で、組合としてどう関わっていく
のか、どう関わっていけるのかが今後の課題と思われる。

●8月の状況について、販売事業3部門の実績は、携帯電話販売業が順調
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に推移、旅行業は団体、海外の取扱が微増、保険業については厳しい推
移で終えている。� （釧路）

�

●テナントの閉店セールにより全体売上 190％アップ。� （美唄）
�

●今月も引き続きアニメ映画「名探偵コナン」の反動が大きかったが、お
盆時期ということもあり、昨年までとは言わないまでも例年並みの観光
客や帰省客で、日によっては行列ができるほどの賑わいが見られた。し
かし、国内客は物価の高騰などにより消費マインドがまだまだ低く、食
堂では仕入れ値の高騰により利益が圧迫され、特に物販店は思うような
売上には至っていない。このままの状況で年末商戦に向かってしまうと
想定以下の売上となり、大変苦労する店舗も出てくるかもしれない。

� （函館）
�

●8月 28日くらいから生さんまの入荷がかなり増え、価格も下がり、今年
は大型で脂のりも良く、状況が良い。秋鮭も徐々に入荷されてきている
が、今年も価格は高そうだ。そのほか、生いかはほとんど入荷がなく厳
しい。夏休み期間は旅行のお客様がいたが、前年より少なく感じた。

●給付金とかガソリン税の廃止と言っているが、なかなか前に進んでいな
い。� （道央）

�

●売上前年比 138％。大口取引先のスポット受注もあったが、前月と同じ
く厳しい暑さの中で、飲料、乾麺の売れ行きが好調であった。�（札幌）

�

●8月は夏休みやお盆休みもあり、国内観光客で賑わいをみせた。夏休み
期間中、7月に引き続きちびっこ縁日を開催し、子供たちで賑わった。
市場のパン屋さんは、100 円コーナーを設置し、大人気のあんぱんや蒸
しパンなどを販売し大盛況だった。釧路港に大型客船「飛鳥Ⅲ」も初入
港し賑わいをみせた。� （釧路）

�

●全体的にエアコンの売上は良いが、AV、白物家電は伸び悩んでいる。
総売上は横ばい。� （全道）

�

●小売は不変。輸出が昨年より不調で業販の成約率と単価は下がり気味。
� （札幌）

�

●早い米の刈り取りが始まり、価格が気になるが、一向に下がっておら
ず、しかも米農家が儲からないと嘆いている。� （全道）

�

●当組合8月加工品販売（受託加工）は、原料不足からやや低調になってい
る。製品 PR、求人等、SNS発信等を継続しているが、動きは少ない。

� （下川）
商店街
●8月共通駐車券の利用は前年同月比 57.2％、買物共通バス券は前年同
月比 47.1％。共通駐車券は前年比半減（昨年マルシェ開催のため）。買物
共通バス券は前年比減。9月マルシェ、ラリー北海道などのイベント開
催に期待。� （帯広）

�

●都心部においては、7月に減った海外からの来街者が回復する傾向に
あった。また、前月に引き続き夏祭り等のイベントも各地で開催され、
来客数は伸びたものの、物価の上昇は依然として続いているため、景況
は厳しい状況にある。� （札幌）

サービス業
●受注業務は、現時点で前年同月に比べてほぼ同程度の受注額を確保でき
ている。しかし、これから受注量が延びる雰囲気は全くない。業務数量
は以前に比べて多少増えているものの、業務1件当たりの受注額は低く
なっている。4月からの受注契約総額も全国レベルで数％程度落ち込ん
でおり、今後に明るい見通しが持てない。また、熟練技術者も高齢によ
る退職者が増えており、将来を担う若手技術者不足が顕在化してきてい
る。� （全道）

�

●6月・7月に増しての猛暑。入浴利用者も多少減。冷房設備フル稼働で
光熱費等増。� （全道）

�

●深刻な人手不足が続く中で、道内中小 IT 企業では毎年の背伸びした賃
上げが財務内容の悪化につながるとの懸念の声が増加しているが、この
ところ、賃上げよりも新卒者の会社選択理由や若手社員の離職防止のた
めに「福利厚生の充実」への投資に力を入れる傾向が顕著に出始めてき
ている。就職希望者の会社選択理由が「楽しく働きたい」、「ワークライ
フバランスの良い働き方をしたい」という就職価値観に変化して、給料
はほどほどで、社員を大切にする企業を選択することに重きを置く傾向
が強くなっている。企業側も賃金差の比較だけで企業選択をされると、
他社との差別化が難しいことや労働分配率が高騰して、他の設備投資へ
の原資確保が厳しいだけでなく、社員の生産性の向上のためにも、自社

の福利厚生の充実が他社との差別化につながると歓迎している。休暇取
得や時短制度の充実にとどまらず、学生時代の奨学金返済補助、食事補
助サービス、社員の家事代行清掃サービス、社内部活動への補助、リス
キリング費用補助、資格取得時お祝い金支給、各種表彰制度、服装の年
間カジュアル化等々、企業独自に考え抜かれた福利厚生策が実施され始
めている。インターンシップ時や就活時に PRすることで、人材の定着
や人材確保につながる効果が見込まれるため、福利厚生の充実に舵を切
る道内中小 IT 企業が今後も間違いなく増加しそうだ。� （全道）

�

● 宿泊入込数　前年比 97.7％。道内客、道外客は前年実績にわずかに届
かず、海外客の減少が若干目立つ結果。好調な大阪万博の影響、夏休み
長期化（日並びの良さ）などの影響はどの程度あったか。� （十勝）

建設業
●8月の売り上げに関しては大きな変化はない。一方、資材価格につい
て、据え置かれていた中から 10 月に値上げされるものが出てくるな
ど、取引条件は悪化傾向にあると考えられる。� （札幌）

�

●官庁工事については、各官庁において早期発注の傾向が強まり、第1四
半期（4～6月）に過半数の件数が発注されたが、電気工事では不調はほ
とんど起きておらず、設備工事についても不調は徐々に改善されつつあ
る。一方、設計業務について、人材不足からの不調が深刻化し、今後の
工事発注にも支障が出てくると心配している。電気工事、設備工事、設
備設計の各業界において、札幌市、北海道、国の省庁（開発局、防衛省
など）との折衝活動を続けてきているが、一部官庁では実態に見合った
価格転嫁（資材費、労務費のほか、様々な経費率の改善など）が進んでお
り、そういった官庁では不調が改善されつつある。民間工事では、新設
住宅着工数が、令和7年度1～6月期で、北海道全域では、前年比▲
17％と厳しい状況。建築価格の高騰に加え、20～30 代の結婚適齢期人
口の減少や、結婚率低下、出生率低下などの要素も複合的に影響してい
るものと思われる。一方で、インバウンド増加によるホテル需要や、札
幌都心部の再開発、北広島、恵庭、千歳方面の設備投資は堅調で、今後
も増加が見込まれる。携帯電話設備等は、モバイル各社が未だ設備投資
を控えている状況で工事は少ない。このように仕事の多い分野と少ない
分野の二極化が進んでいる。� （全道）

�

●8月は盆休みに加え異常な猛暑もあって、建設関連の組合員は第一四半
期（4～6月）に受注した官庁工事の消化に極めて多忙の月であった。こ
の先、慢性化している人手不足の中で繁忙期を乗り切るには厳しい状況
であり、建設物価の高騰や人件費の増加傾向も相まって、収益への影響
が懸念される。さらには、組合の重要事業である除雪業務の体制作りも
迫っており、組合にとっての試練の時期といえる。� （北広島）

�

●公共工事の発注は、全てが予定どおり完了した。現在は、請負業務の完
了に向け従業員が一丸となって頑張っている。前月同様、技術者を含め
た従業員の高齢化や若年労働者の雇用が進まず、公共工事はもとより民
間の給・排水の修繕工事の対応に苦慮する状況が続いており、従業員確
保に向けた対応が急がれている。

●名寄市では、毎年恒例のイベント「産業まつり」が8月 24 日に開催さ
れ、多くの市民が楽しんだ。作況は、異常気象による少雨で心配した
が、稲作・畑作ともに順調に生育が進んでおり、出来秋に期待がもてそ
う。� （名寄）

運輸業
●農産物の動きは活発になってきたが、長期休暇により稼働日数が少な
く、売上が減少した。

●関東方面行きの荷物が少なく、空車回送が多くなっている。
●日本郵政から増車要請がきている。
●サンマが豊漁のため、発泡スチロールの輸送が最盛期となっている。
●各組合の対前年の売上伸び率は、道央圏▲ 23％、函館▲ 12％、十勝▲
32％、旭川▲1％、苫小牧▲ 22％、空知＋1％で、全体では▲ 18％。

●荷主によるが、価格転嫁がある程度できている会社とできていない会社
があり、会社の業績が二分化していると思われる。標準運賃制度がある
が、入札により制度が守られていない。� （全道）

�

●農産物について、根菜類は高温少雨の影響で数量が減少している。馬鈴
薯・玉ねぎも小ぶりではあるが、数量は平年並みである。

●日用品、建築資材関連は前月と比べると良化している。� （石狩）
�

●売上高は前年同月比（7月）2.80％減少。
●乗務員数は前年同月比（8月）0.3％増加。
●7月分チケット取扱高は前年同月比 3.19％増加。� （旭川）
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